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付
託
さ
れ
た
議
案
五
件
を
全
会

一
致
で
可
決
、
陳
情
三
件
は
不
採

択
、
一
件
は
継
続
審
査
と
決
し
た
。 

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営

協
議
会
委
員
に
つ
い
て
、
委
員
は

十
五
人
で
あ
る
が
公
募
す
る
の
か
、

学
識
経
験
者
の
選
定
基
準
は
、
任

期
は
、
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
の
場
所

は
ど
こ
に
す
る
か
と
尋
ね
た
と
こ

ろ
、
公
募
は
時
間
的
な
余
裕
が
な

い
の
で
し
な
い
。
学
識
経
験
者
に

つ
い
て
は
、
介
護
保
険
及
び
高
齢

者
福
祉
等
に
つ
い
て
高
い
知
識
を

有
す
る
方
、
任
期
は
、
他
の
関
連

委
員
会
委
員
と
同
じ
二
年
、
場
所

は
、
当
面
は
市
役
所
内
に
す
る
と

の
答
弁
が
あ
っ
た
。 

　
自
主
防
災
組
織
結
成
支
援
事
業

に
つ
い
て
、
一
年
間
に
何
カ
所
も

結
成
で
き
る
か
、
ま
た
、
県
・
市

の
対
応
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

県
は
一
カ
所
分
し
か
補
助
が
な
い

の
で
、
他
の
と
こ
ろ
は
、
市
の
単

独
事
業
と
し
て
対
応
す
る
と
の
答

弁
で
あ
っ
た
。 

　
簡
易
水
道
の
料
金
納
付
書
の
郵

送
料
に
つ
い
て
は
、
中
山
・
双
海

地
区
は
、
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
配

布
し
て
い
た
が
、
個
人
情
報
保
護

な
ど
の
問
題
が
あ
る
の
で
、
本
人

あ
て
に
郵
送
す
る
こ
と
に
し
た
と

の
答
弁
で
あ
っ
た
。 

    

　
付
託
さ
れ
た
議
案
八
件
は
可
決
、

継
続
審
査
中
の
陳
情
は
趣
旨
採
択

一
件
・
不
採
択
三
件
と
決
し
た
。 

　
乳
幼
児
・
母
子
家
庭
・
重
度
心

身
障
害
者
医
療
費
の
助
成
に
関
す

る
条
例
の
改
正
に
つ
い
て
、
保
険

適
用
分
に
関
す
る
自
己
負
担
額
の

変
更
は
な
い
と
の
説
明
に
対
し
、

障
害
者
自
立
支
援
法
の
改
正
で
障

害
者
の
負
担
増
に
つ
い
て
尋
ね
た

と
こ
ろ
、
低
所
得
者
に
は
幾
重
も

の
減
額
措
置
を
講
じ
て
お
り
、
市

独
自
の
措
置
は
計
画
し
て
い
な
い

と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。 

　
伊
予
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
関
し
、
合
併
前
か
ら

有
料
ご
み
袋
制
度
を
実
施
し
て
い

る
中
山
地
区
は
条
例
対
象
外
だ
が
、

今
後
の
対
応
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

内
山
衛
生
事
務
組
合
の
施
設
は
平

成
二
五
年
に
償
還
が
終
了
す
る
の

で
、
で
き
る
限
り
早
い
時
期
に
本

市
制
度
の
中
で
対
応
す
る
の
が
望

ま
し
い
が
、
今
後
の
検
討
課
題
で

あ
る
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。 

　
一
般
会
計
補
正
予
算
の
、
小
学

校
費
の
防
水
改
修
工
事
に
つ
い
て

尋
ね
た
と
こ
ろ
、
郡
中
小
は
建
設

以
降
初
め
て
の
改
修
で
あ
り
、
全

面
的
な
改
修
と
な
る
。
下
灘
小
は

一
度
改
修
を
行
っ
て
お
り
、
部
分

改
修
の
予
定
で
、
屋
内
の
雨
漏
り

は
、
防
水
工
事
の
結
果
を
待
っ
て

対
応
し
た
い
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。 

　
製
材
所
か
ら
発
生
す
る
公
害
に

関
し
て
は
、
当
事
者
間
の
民
事
に

関
す
る
問
題
で
は
あ
る
が
、
陳
情

者
の
気
持
ち
・
状
況
を
考
え
る
と
、

趣
旨
は
妥
当
と
認
め
全
会
一
致
で

趣
旨
採
択
と
決
し
た
。 

    

　
付
託
さ
れ
た
報
告
二
件
、
議
案

二
件
は
、
承
認
・
可
決
し
た
。 

　
一
般
会
計
補
正
予
算
の
、
県
営

地
す
べ
り
対
策
事
業
費
に
お
い
て
、

伊
予
市
で
地
す
べ
り
指
定
地
区
は

何
カ
所
あ
る
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

伊
予
地
区
が
一
地
区
、
双
海
地
区

が
十
一
地
区
、
中
山
地
区
が
二
十

地
区
、
計
三
十
二
地
区
あ
り
、
す

べ
て
の
地
区
で
事
業
は
し
て
い
る

と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。 

　
事
業
を
実
施
す
る
上
で
、
国
・

県
の
補
助
事
業
を
有
効
に
活
用
し
、

受
益
者
負
担
金
を
軽
減
す
る
よ
う

要
望
し
た
。 

　
公
園
費
の
大
谷
池
堤
体
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
設
置
工
事
は
、
県
立
自
然

公
園
内
で
あ
り
、
最
近
は
環
境
に

合
っ
た
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
も
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
考

え
て
い
る
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
現

在
大
谷
池
余
水
吐
周
辺
に
設
置
し

て
い
る
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
と
同
色
の

茶
系
統
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
し
た

と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。 

　
こ
の
工
事
は
、
市
道
で
な
い
の

に
市
が
な
ぜ
施
工
す
る
の
か
と
尋

ね
た
と
こ
ろ
、
市
道
で
は
な
い
が
、

県
道
砥
部
伊
予
松
山
線
と
林
道
シ

ダ
谷
線
を
結
ぶ
連
絡
道
で
市
道
に

準
じ
た
扱
い
と
考
え
て
い
る
。
大

谷
池
の
堤
体
改
修
時
に
ガ
ー
ド
レ

ー
ル
を
国
・
県
に
要
望
し
た
が
、

堤
体
改
修
前
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が

な
か
っ
た
た
め
、
追
加
工
事
が
認

め
ら
れ
ず
、
安
全
上
の
観
点
か
ら
、

今
回
市
単
独
事
業
と
し
て
施
工
し

た
い
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。 

　
今
後
の
管
理
に
つ
い
て
尋
ね
た

と
こ
ろ
、
市
が
管
理
を
行
っ
て
い

く
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。 

編
集
後
記 

　
秋
の
夜
長
に
虫
の
鳴
き
声
が

こ
こ
ち
良
く
聞
こ
え
て
く
る
今

日
こ
の
頃
で
す
。 

　
私
ど
も
編
集
委
員
会
で
は
、

「
新
し
い
情
報
を
よ
り
正
確
に
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
、
日
本
は
戦
後
最
年
少
の

安
倍
総
理
誕
生
で
沸
い
て
お
り

ま
す
が
、
我
が
愛
媛
も
塩
崎
官

房
長
官
誕
生
で
大
い
に
期
待
し

て
い
ま
す
。 

　
確
か
に
、
大
変
厳
し
い
財
政

事
情
の
中
で
の
船
出
で
大
変
で

は
あ
り
ま
す
が
、
田
舎
の
良
さ

に
も
少
し
で
も
目
を
向
け
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
物
の
豊
か
さ
、
幸
せ
は
い
ろ

い
ろ
な
考
え
方
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

　
今
一
度
素
晴
ら
し
い
自
然
、

ス
テ
キ
な
大
地
を
、
ゆ
っ
く
り

と
歩
き
な
が
ら
、
楽
し
み
な
が
ら
、

一
歩
ず
つ
踏
み
し
め
て
進
ん
で

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 
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